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3” ゆ 2 日 目 は 揚 谷 の 語り 部 ( 独 土 史家 ) が 同行 案内 いた し ます 


紅葉 に 染まる 秘境 奥 祖 谷 ・ 平 家 落 人 伝説 の 里 |46 
と 観光 列車 ・ 四 国 ま ん な か 千年 る の が た り 


A タ イ 


| em lamel Am | は る 
甘 識 154.000 円 157, oo0m 157, 00 ロ 
igo0im 90P edom gon 


京 ・ 大 阪 と 添 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 旨 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : か の ーー また は こと で ん パス また は 琴平 パス ※ 部 屋 タイ プ : 和室 また は 洋室 
※ 利 用 部 屋 タイ プ に より 料金 が 異な り ま す 。 [基本] 洋室 シン ダル 【A タ イプ 】 和室 【B タ イプ 洋 
室 ツイ ン ※ 名 古屋 発着 、 現 合流 に つい て は P59 を ご 基 照 下さ い 。 
※2 日 目 の み マイ クロ バス の 利用 と な り ま す 。 


ーー バス 航空 機 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 


徒歩 列車 ++ その 他 


平家 屋敷 民俗 資料 辿 午 後 : 相 谷 渓 温泉 ・】 
は の 臣 天 風呂 、 泉 質 の よい 温泉 で 寛ぐ 、 和 食 夕食 ) 
午前 : 宿 一 [案内 人 同行] 東 祖谷 資料 館 一 東 祖谷 ・ 中 上 (久作 面 に 民家 が 点 
在 する 落合 集落 展 ) つ 旧 小 素 家 住宅 ( 揚 谷地 方 に 発達 し た 構法 で 建て られ た 小 規 
模 民 家 ・ 重 文 ) 一 奥 祖 谷 二 重 か ずら 橋 (平家 沙 人 伝説 の 地 ) 一 祖谷 麦 選 食 一 旧 
喜多 家 ( 相 谷 地方 で も 最も 大 き な 起 家屋 敷 、 角 贅 ) つ 栗 校 渡 八 幡 神社 (安徳 天皇 
ご 火 玩 跡 ) つ 夕刻 : 同 本 テル 泊 (和食 夕食 ) 

午前 : 宿 祖谷 か ずら 橋 (重文 日 橋 ) … 琵琶 の 滝 つ 祖谷 渓谷 七 曲 ( 小 
便 小 信 震 展望 台 ) つ 大 歩 危 (紅葉 に 染まる 渓谷 を 代 寛 ) 一 大 歩 危 四国 まん な か 
千年 る も の が た り ・ し あわ せ の 獅 記 行 [歴史 に 思い を 馳せ て 、 野 や 山 に 遊び に 
出かけ る 大 人 の 洒落 た 小 旅行 を 気軽 に 楽し め る 本 格 的 な 観光 列車 に 乗車 、 地 

わっ た お 料理 や 地域 の お る て な し の サー ビス . 津 


ル 秘 境 の 湯泊 (秘境 な ら で 


3 日 朝 交流 の 歴史 を 秘め 、 の 束 に ま か 
二 つ の 島 で 過ごす 国境 ロマ ン の 史跡 めぐ 


歴史 ロマ ン の 国境 の 島 
壱岐 と 対馬 全 周 4 日 間 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| 出 人 | 遇 寺地 1 人 1 
罰 185,000 円 175,000 円 187,000 円 
_170,000 円 160,000 円 172.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 人 は 初日 羽 田 補 潜 また は 博多 駅 か ら 最 終 日 博多 駅 また は 羽 


田 宅 潜 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 福岡 昭和 タク シー また は マリ ン 観光 バス また は 伊万里 交通 、 


壱岐 交通 また は 玄海 区 通 、 対馬 交通 また は ホテ ル 対 馬 バ パス ※ 部 屋 タ イプ 1・2 泊 目 : 洋室 
ング ルル ー ム 【A タ イプ 】 ツイ ン ルー ム 3 泊 目 : 和室 (パス な 
地 合 流 に つい て は P59 昭 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 


行程 


(基本 】 シ 
トイ レ 付 の 場合 が あり ます ) ※ 現 
つ バ パス ユ 迷 空 機 ・ 


= 列車 一 船 + そ の 他 


タク シー つ 博多港 
内 に て 和食 タ 食 ) 
午前 : 宿 上 見 坂 防 塁 ・ 上 見 坂 展望 台 つ 万 剛 橋 (車窓) 一 西 の 潜 出 一 和 多 者 
美神 社 一 外 子 岳 展 望 台 青梅 展望 台 つ 韓国 展望 所 豊 砲 台 つ 2 
殿 崎 一 琴 の 大 銀杏 一 ダ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (市 内 に て 和食 タ 信 ) 
目 lom (世古 戦場 誠 ) 槍 根 の 石屋 根 く 車窓 シ つ 万 松 院 ( 旧 藩 


ト フ ォ イ ルー 厳原 港 ユ 夕刻 : ホ テル 対馬 泊 (市 


主 菩提 寺 ) つ 厳 原 港 ご ジェット フォ イル へ ^ 訪 辺 港 一 必 土 記 の 丘 一 黒崎 半島 ( 穫 

や 東洋 一 の 砲台 誠 ) っ 夕刻: ピュー ホテ ル 壱 岐 泊 (大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 原の辻 遺跡 (日 本 3 大 弥生 遺跡 の ひと つ 、 地 域 ガ イド と 散策 ) 一 支 国 
博物 館 一 月 読 神社 (日 本 神道 発祥 の 地 ) つ は ら ほ げ 地 蔵 一 芦辺 港 て ジェッ ト 
フォ イル ~ 博多港 っ タク シー っ 


東京 発 
大 阪 発 | 6CEX5F20 
と 最少 催行 人 貞 : 10 名 


( 加 呈 ) 


秘境 の 湯 温泉 大 浴場 


四国 まん な か 千年 も の が た り 


奥宮 合 二 重 か ずら 橋 ホテ ル 秘 境 の 湯 食事 


山里 深く 平家 落 人 伝説 の 残る 秘境 ・ 奥 祖谷 。 
は 訪ね に くい この 地 を 2 日 目 は 地元 の 語り 部 が ご 
内 。 秘境 な ら で は の 野趣 あふ れる 露 大 風呂 や 、 泉 質 
の よい 温泉 を 堪能 し 、 日 本 の チベット と も 呼ば れる 
落合 集落 や 、 奥 祖谷 二 重 か ずら 橋 な ど 効 率 よく 人 巡り 
ます 。 人 気 の 観光 列車 「 四 国 ま ん な か 千年 も の 
り 」 で 和 景 の 渓谷 美 、 こ だ わり 食材 の 和食 を 楽し み 
ます 。 


掲載 No| 


47 大 阪 発 


最少 催行 人 


東京 発 | 6AEY5F10 | 本 


6CEY5F10 
12 名 


タク シー 國 な 1 | 
回 za NM saoz 還 ) 


9 長 和 上 拓 


韓国 展望 所 
和央 上 和 


選 凡 子 岳 恨 痛 台 和 多 者 美神 社 


「 国 境 の 島 壱岐 ・ 対 馬 ー 古 代 か ら の 架け 橘 」 と し 
て 日 本 遺産 に も 認定 され て いる 壱岐 ・ 対 馬 。 玄界灘 
に 浮か び 、 日 朝 交流 の 歴史 を 秘め 、 自 然 美 と 新鮮 な 
海 の 幸 に 恵まれ た 二 つ の 島 で 過ごす 4 日 間 で 対馬 北 
部 も 訪ね る 国境 ロマ ン の 中 跡 め ぐり ダイ ジェ スト 。 


